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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
テーマパーク
（業務担当）

来客数の動き ・前半は天候にも影響され、来客数が伸びなかったが、夏休
みが始まった後半は、来客数が増えている。

○
一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・毎年梅雨の時期は雨が降ると来客数が激減し、売上も減少
するが、今月も前年並みの売上となっている。

○
家電量販店（店
長）

単価の動き ・テレビとエアコンの単価が上がっている。

○

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・天候不順の影響で夏場の主力商品であるエアコンが前年を
大きく下回っていたが、梅雨明け後気温が上昇するにしたが
い、回復基調に乗り、消費税の引上げ前の駆け込み需要も少
しずつ出てきている。

○
乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・７月の販売量は前年比113％となっている。

○
乗用車販売店
（営業担当）

単価の動き ・商品価値が上がっている。

○
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・８月の商品価格引上げ前の駆け込み需要により今月は好調
である。

○

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・公務員に夏のボーナスが支給され、人の動きが良くなって
おり、来客数は増えているが、単価が余り伸びていないの
で、少しだけ良くなっている。

○

一般レストラン
（店長）

単価の動き ・３か月前より落ち込み始めた客単価が当月は前年比で増加
傾向にある。前年は平成30年７月豪雨があったので比較が難
しい部分もあるが、それを踏まえても前年よりも良い傾向に
ある。

○

タクシー運転手 競争相手の様子 ・参議院選挙で利用を控える傾向があったが、選挙以降段々
と暑くなり、他社も含め利用回数が多くなっている。

○
観光名所（館
長）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨で激減した前年でなく一昨年と比べて
も、今年は来客数が多くなっている。

○
住宅販売会社
（営業担当）

来客数の動き ・問合せ数等が増えている。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・客が必要以上に物を買う事がなく、いかに節約するか、い
かに買物を最小限にとどめるか、いかに金を使わないかとい
う事に注目している。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客が本当に必要な物しか買わない。

□

一般小売店［食
品］（経営者）

来客数の動き ・前年は平成30年７月豪雨の影響で特需が発生したが、今年
は天候不順が続き、夏物食材や飲料の売上が不振となってい
る。来客数、客単価、買上個数等をみると、依然としてデフ
レ基調で推移しており、景況感は変わらない。

□

一般小売店
［茶］（経営
者）

販売量の動き ・地元の夏祭りが中盤に差し掛かっても売上は前年並みで、
食品販売のため消費税の引上げ前の駆け込み需要も余り見受
けられない。

□

一般小売店
［靴］（経営
者）

お客様の様子 ・来客数、客単価共に大きな変化がない。

□

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・梅雨明けが遅く気温が低かったためか、夏物衣料品や雑貨
の売行きが悪く、今まで好調だった化粧品も前年を下回って
いる。一方、美術品や貴金属など高額商品は好調で、リビン
グや食品も前年をやや上回っている。

□
百貨店（広報担
当）

販売量の動き ・来客数は伸びているものの、購買につながっていない。

□

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・前月までは若いフロアのゾーンの売上がミセスゾーンより
伸びていたが、今月に入り、クリアランス商材や秋物などミ
セスゾーンが好調である。

□

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・７月上旬は平成30年７月豪雨の反動で客の出足が良く、夏
物セールの動きも良かったが、梅雨空に戻った中旬からは動
きが鈍くなり、特に大雨の選挙当日は来客数が激減し、７月
トータルではやや前年を下回っている。

□

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・前年のような大雨などはなかったが、災害予報などで客足
が止まり、婦人洋品や婦人服を中心に苦戦を強いられてい
る。

家計
動向
関連

(中国)



□
百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・100万円を超える美術品やじゅうたんなども売れている
が、安心できない。

□

百貨店（外商担
当）

単価の動き ・生活必需品や衣料品は前年を維持しているが、美術品や宝
飾品等の高額商品が低迷しており、消費税の引上げ前ではあ
るが、客の購買心理に変化はみられない。

□

百貨店（人事担
当）

販売量の動き ・平成30年７月豪雨の反動もみられたが、セール売上の不振
もあり、依然として衣料品は厳しい状況である。

□

スーパー（店
長）

単価の動き ・７月に入り、ギフト商戦がスタートしているが、前年と比
べ贈答用のギフト商品の動きが顕著に悪くなっており、特に
単価の安いものを選ぶ傾向が強くなっている。しかし、家庭
用の消費に大きな変化はみられないので、景気は変わらな
い。

□
スーパー（総務
担当）

単価の動き ・客数の動きは今一つで、単価は変わっていない。

□

スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・売上は前年比105％、来客数は前年比114％で、セール品を
中心に月前半は好調に推移したが、20日過ぎからはやや失速
気味である。日用品や食品は好調をキープしているが、家具
家電等の高単価商材の動向は鈍い。

□
スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・来客数も販売量も例年と変わらない。

□

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・売上は平成30年７月豪雨のあった前年より上がると予想し
ていたが、天候不順で気温が低く、夏物商材が不振のため、
伸び悩んでいる。ただ、来客数は何とか前年並みを維持して
いる。

□

コンビニ（副地
域ブロック長）

お客様の様子 ・平成30年７月豪雨の特需や猛暑の恩恵を受けた前年と比
べ、販売量や来客数は横ばいが続いている。競合店で電子マ
ネー決済のキャンペーンがあり、決済面での優位性もなく
なったため、厳しい競争が続いている。

□

家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・例年になく梅雨明けが遅く、気温が上昇しないため、季節
商材の動きが悪く、消費税の引上げ前の駆け込み需要もな
い。

□
家電量販店（販
売担当）

販売量の動き ・気温が上昇しないため、エアコンの動きが遅れている。

□
乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・天候も悪く７月の来場も少なかったが、８月に向けて上向
く傾向がない。

□

その他専門店
［和菓子］（経
営者）

来客数の動き ・例年と変化がない。

□

その他専門店
［時計］（経営
者）

単価の動き ・買上商品の修理やメンテナンスが多く、新規の購入につな
がらないなど客の財布のひもが固くなっている。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（支
配人）

来客数の動き ・飲食関連が好調な反面、気温にも左右されやすいアパレル
関連は、梅雨明けが長引くなか、厳しい状況となっている。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（管
理担当）

来客数の動き ・梅雨の長雨、特に土日の天候不良もあり、客足は伸びてお
らず、学生が夏休みに入り、天候の割には夏季イベントへの
集客が良くなっているが、ついで買いなどにつながっていな
い。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・最近の天候不順も関係しているが、客の来店頻度が減少し
つつある。

□
スナック（経営
者）

来客数の動き ・３か月前よりは安定してきているが、景気が上向きとはい
えない。

□
観光型ホテル
（営業担当）

来客数の動き ・ゴールデンウィークからの販売の落ち込みとお盆休み前の
落ち込みで来客数が低下している。

□

観光型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・７月ではあるが梅雨時期が予想より長く、夏休みに入って
もまだ来客数が伸びていないが、宴会は前年とほぼ変わらな
い。

□

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・参議院選挙が終了し、客は落ち着いて旅行に目が向き始め
ているが、現時点で結果にはつながっていない。

□

旅行代理店（支
店長）

販売量の動き ・ゴールデンウィークに旅行し、夏の旅行を控える客もあ
り、夏の繁忙期を来月に迎えるが前年と比較して受注状況が
思わしくない。



□ タクシー運転手 お客様の様子 ・ほぼ横ばいの状況である。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・夕方までは人の動きがあるが、夜は人出が減っている。

□
通信会社（総務
担当）

販売量の動き ・新規加入件数に大きな動きがない。

□
通信会社（販売
企画担当）

来客数の動き ・来客数は前年よりやや少ない。

□
通信会社（工事
担当）

お客様の様子 ・客の動きに変化がない。

□
通信会社（広報
担当）

お客様の様子 ・客は安さばかり求めて、景気の回復はみえない。

□
通信会社（経理
担当）

お客様の様子 ・ここ数か月変化がみられない。

□

テーマパーク
（営業担当）

来客数の動き ・前年のような猛暑ではないので客の動きはあるが、屋外施
設であるためこの時期の入園者数は低調である。

□
テーマパーク
（管理担当）

お客様の様子 ・来場者の状況が変わっていない。

□
美容室（経営
者）

競争相手の様子 ・料金を下げないと売上が上がらない、来客数が減少すると
いう状況が続いている。

□
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・消費税の引上げ前の駆け込みの動きも少なく、客が落ち着
いており、変化はない。

▲
商店街（代表
者）

単価の動き ・可処分所得が増加せず、客がより良い物をより安くという
動きが顕著で、消費が非常に低迷している。

▲

商店街（理事） お客様の様子 ・３か月前は冬物から春物への商品の転換期で環境の変化が
あったが、今月は環境の変化がなかったため、悪くなってい
る。

▲
一般小売店［眼
鏡］（経営者）

来客数の動き ・ゴールデンウィーク以降、来客数の減少が続いている。

▲

一般小売店［洋
裁附属品］（経
営者）

販売量の動き ・バーゲンセールもあって、人通りはかなり多く、デパート
やスーパーには人がたくさん行っているが、商店街の客は少
ない。

▲

百貨店（購買担
当）

お客様の様子 ・ここ数日間、かなり気温が高く、家から出られない客も出
てきており、婦人服、食料品のいずれもかなり厳しい状況に
なっている。

▲
百貨店（営業企
画担当）

それ以外 ・全館改装を前に改装中の売場が増え、来客数、売上共に下
がってきている。

▲
スーパー（店
長）

販売量の動き ・客の買上点数が減少し、必要な物しか買わない傾向が強
まっている。

▲

スーパー（店
長）

来客数の動き ・３か月前辺りから来客数が前年比97％で推移していたが、
今月は特に環境の変化がないのに来客数が極端に減少、前年
比93％となっている。

▲

スーパー（店
長）

来客数の動き ・前年に平成30年７月豪雨で来客数、売上が共に大きく伸び
た反動もあり、今年の７月の来客数は前年比92％で推移して
いる。

▲
スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・１人当たりの買上点数や客単価が減少している。

▲

スーパー（業務
開発担当）

販売量の動き ・野菜は単価が安いため販売量は伸びても売上の増加への寄
与が少なく、飲料や涼味関連商品の販売量は天候の影響もあ
り伸びてこない。

▲

スーパー（管理
担当）

お客様の様子 ・ポイントカードやメール会員等販促強化をしているが、依
然として節約志向が高く、来客数や客単価が伸びてこない。

▲

スーパー（財務
担当）

販売量の動き ・前年は平成30年７月豪雨の特需で買上点数が大きく伸びて
いたが、今年の７月は前年の反動や節約により、買上点数が
前年を大きく下回っている。

▲
コンビニ（支店
長）

お客様の様子 ・春先からのコンビニエンスストアの24時間営業に関する報
道に伴い、イメージが悪化している。

▲
衣料品専門店
（経営者）

競争相手の様子 ・売上の低下や後継者不足などで店を閉める呉服屋が増えて
いる。

▲
家電量販店（企
画担当）

販売量の動き ・季節商材、特にエアコンの動きが悪い。

▲
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・消費税の引上げ前の駆け込み受注もなく、新車の相談件数
や契約件数も通常月より減少している。

▲

その他専門店
［布地］（経営
者）

お客様の様子 ・今月は選挙があったため、人出が少なく、客の支出も減少
しており、買物に対する行動も慎重になっている。



▲

その他専門店
［土産物］（経
営者）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨のあった前年との比較は難しいが、例年
来客数が増えるこの時期に来客数は６月の停滞を引きずった
状況で、３か月前と比べてもやや少なくなっている。

▲

高級レストラン
（事業戦略担
当）

販売量の動き ・前年と比べ売上がやや減少している。

▲

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・５～６月は前年比110％以上の売上だったが、７月は平成
30年７月豪雨のあった前年並みの売上となっている。食べ放
題の売上は前年比120％以上となっているが、全般的に外食
にかける消費はよりシビアになっている。７月の金曜日を除
く平日の売上は前年比95％、土日も前年比97％となってお
り、特にビールの出数は前年比90％を割り込むまで落ち込ん
でいる。

▲

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・ゴールデンウィーク明けの落ち込みをいまだ引きずってい
る状況である。参議院選挙や駅の商業施設の工事により、客
の流れが悪くなり、特にレストランの集客が低迷している。
アジア系の個人客は多いが、宿泊やインバウンドの団体客の
受注は一旦落ち着いている状況である。

▲

都市型ホテル
（総支配人）

販売量の動き ・国内の動きが低迷するなか、インバウンドの動きも伸び悩
んでいる。特に香港の国内の動向や韓国との関係悪化により
訪日客が低迷している。

▲

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・消費税の引上げの広報がもうじき開始されるとの報道で、
具体的に消費税の引上げの影響が発生している。

▲
通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・ボーナス支給月であったが、サービスの引き合いや購買は
やや低調である。

▲
ゴルフ場（営業
担当）

来客数の動き ・韓国からの予約が少なくなっている。

▲
競艇場（企画営
業担当）

販売量の動き ・３か月前に開催した全国発売のＧ１レースと同等の売上が
あるレースが出てきていない。

▲

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・年金問題など老後の生活への不安もあり、今までより料金
の安いメニューを利用するなど客が節約に向かっている。

▲

設計事務所（経
営者）

販売量の動き ・東京は忙しく景気が良さそうだが、地方では相変わらず、
市中の再開発を除いて建築全般の動きが良くならない。

▲

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・総合住宅展示場のモデルハウスへの来客数が減ってきてお
り、それを補うため様々なイベントを行うが、集客がままな
らない。

×

乗用車販売店
（店長）

来客数の動き ・前年は平成30年７月豪雨の影響もあり、来客数が大幅に落
ち込んだが、今年も来客数は前年と変わらず、新車、サービ
スいずれも明らかに客の動きが鈍い。

×

その他飲食
［サービスエリ
ア内レストラ
ン］（店長）

来客数の動き ・夏休みに入っても来客数が増加しない。

◎

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・繁忙期で受注量や販売量の動きが良くなっている。

○

木材木製品製造
業（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・10月の消費税の引上げ前の駆け込み需要もあり、７月に
なってやや良くなっているが、前回の引上げに比べ政府の
様々な施策があるので、急激な駆け込み需要はない。

○
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・受注が上向きに進行している状況で、夏の販売促進や各イ
ベント情報告知案件等で対応している。

□
農林水産業（従
業員）

受注価格や販売
価格の動き

・浜での価格は上がっているが、売値がそれについていけな
い状態がずっと続いている。

□
食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・販売量が横ばいとなっている。

□
繊維工業（監査
担当）

受注量や販売量
の動き

・現在閑散期となっており、営業の動きが全くないため、３
か月前と変わらない。

□

窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・生産量に陰りのある分野が出現したため、多忙な部門は時
間外労働が増加しているが、定時体制の部門も出ている。

□
非鉄金属製造業
（業務担当）

受注量や販売量
の動き

・電子材料分野で客の生産が伸び悩み、販売量が減少してい
る。

企業
動向
関連

(中国)



□
金属製品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・工作機械業界からの受注が減少しており、厳しい状況であ
る。

□

輸送用機械器具
製造業（財務担
当）

受注量や販売量
の動き

・鋼材の高騰や環境規制への対応等により、船価は上昇基調
である反面、用船料の低迷が続いており、船の発注そのもの
が停滞している状況である。

□
建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・技術職の稼働が目一杯の状況が継続している。

□
輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・取引先等の受注量に大きな変化はない。

□

輸送業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・国内貨物は本格的な夏の到来が遅かったことからスタート
が鈍かったが、飲料関係が夏季の商戦期を迎え、それなりの
荷動きがあり、国際貨物の荷動きも鈍化傾向ではあるが、今
月はそこまで低調ではない。

□

通信業（営業企
画担当）

取引先の様子 ・製造系の客を主体に情報通信分野への投資が設備更改分と
通常分にとどまっており、セキュリティや新規技術分野につ
いては必要に応じて次年度以降の対応となっているため、景
気に変化はない。

□

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・消費税の引上げ前の駆け込み需要も特になく通常どおりの
受注量をキープ、セキュリティ系のニーズは安定している。

□
金融業（貸付担
当）

取引先の様子 ・貿易は、輸出額、輸入額共に前年を下回っている。

□

金融業（融資企
画担当）

取引先の様子 ・地元完成車メーカーの世界販売が中国や北米で伸び悩んで
おり、系列の地元部品メーカーの受注は高水準ながらも減少
傾向となっている。月次の売上高では前年比でマイナスとな
る部品メーカーが散見される。

□
不動産業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・来客数や成約件数は余り変わらない。

□
会計事務所（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・業種や企業ごとに好不調が混在しており、生産性向上に関
わる業種や建設は堅調である。

▲
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・全体的に受注量が低水準で推移しており、お中元ギフトも
価格帯が若干低下している。

▲
化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・主要取引先の受注量が前年より10～20％減少している。

▲

鉄鋼業（総務担
当）

取引先の様子 ・中国向けの工作機械などの輸出減少により、特に６月後半
から客の活動が低下しており、在庫調整局面下で更なる鋼材
の需要減になっている。

▲

電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・米中の貿易戦争は一旦休戦となったが、韓国向け輸出管理
の見直しにより韓国向けの動向が不透明となり減少の見通し
である。

▲

輸送用機械器具
製造業（経営企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・今月の受注量は日当たり数量で評価すると低水準となって
いる。

▲

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・小口商流の個数は順調に増加しているが、お中元の送料の
上乗せや消費の低迷で、量販店や百貨店からのお中元の発送
が伸び悩んでいる。

× － － －

◎ － － －

○
民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・事業承継のため将来の経営者候補を探す企業が増えつつあ
る。

□
人材派遣会社
（支社長）

求人数の動き ・求人数は今年度に入り微減傾向である。

□

求人情報誌製作
会社（経営者）

求人数の動き ・３か月前と比較し、求人数、特にアルバイトやパートの求
人数に大きな変化はなく、正社員の求人数は高水準を維持し
ている。

□

求人情報誌製作
会社（営業担
当）

求人数の動き ・2020年卒や来期の2021年卒の新卒採用動向は堅調で、中途
採用の求人数も変わらない。

□

求人情報誌製作
会社（広告担
当）

採用者数の動き ・新卒採用が終盤を迎え、各企業に今年度の総括と次年度の
採用者数をヒアリングした結果、採用者数を増やす企業は減
らす企業より割合が高い。ただ、前年並みかほぼ減少と回答
した企業の割合は増加、景気や自社の売上の動向を予測しな
がら、慎重に決めたいという企業が多い。業種別ではサービ
ス、インフラ、小売の採用意欲が高い。

雇用
関連

(中国)



□

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・有効求人倍率はやや低下しているものの、全国３位の高水
準で推移し、大学生向けのインターンシップ募集も例年に比
べ動きが早く、企業説明会参加社数も急増しており、企業の
採用意欲は高い。

□

職業安定所（雇
用関連担当）

求人数の動き ・中高年齢層の求職者や在職中の求職者が増え新規求職者数
が前年に比べ増加した一方で、卸売・小売業や医療・福祉分
野での求人が増え新規求人数も増加しているため、求人倍率
は横ばいで推移している。

□

職業安定所（事
業所担当）

求人数の動き ・直近の新規求人数は前年同期比で8.0％減少し、17か月連
続して前年同期比を上回っていた有効求人数も0.8％の微減
となったが、各月を軸とした新規求人数の３か月分の合計は
安定的に２万2000人程度で推移し、来春卒業予定の高校生を
対象とした求人も前年度と比較して増加傾向にある。

□

民間職業紹介機
関（人材紹介担
当）

求人数の動き ・ここ数か月間人手不足の解消が全く進展していない。

□

学校［短期大
学］（進路指導
担当）

求職者数の動き ・３か月前と比較すると求職者の数は減ってきているが、求
人数はいまだ高水準にあり、人手不足の影響から景気が上向
いていない。

□

学校［大学］
（就職支援担
当）

採用者数の動き ・人手不足の直接的な原因は若者が減少していることにあ
り、景気とは関係していない。

▲

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・３か月前と比べても、前年と比べても求人数が減ってお
り、採用が落ち着いている。ただし、４月に入社する人が定
着して落ち着いているのか、採用計画がなく落ち着いている
のかがわからない。

▲

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・新規求人は、建設業者が運営する複合施設の新規オープン
に伴う大口求人があり、建設業が前年同月比で４割増となっ
た以外は多くの業種で低調だったため、求人全体では１割減
となっている。

× － － －
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